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委員会活動
審議結果および各議員の表決
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●平成30年第3回定例会開かれる●

８月２９日～９月２７日、平成３０年第３回定例会を開き、専決処分１件、補正予算１件、
決算認定７件、意見書１件、市道路線の廃止及び認定等を審議・決定しました。

平成30年 第3回定例会開かれる

日　

時

場　

所

会　

議　

名　

等

8
月
2
日（
木
）

真
正
分
庁
舎

も
と
す
広
域
連
合　

総
務
介
護
常
任
委
員
会
協
議
会

8
月
3
日（
金
）

大
和
園

も
と
す
広
域
連
合　

老
人
福
祉
常
任
委
員
会
協
議
会

8
月
7
日（
火
）

衛
生
施
設

も
と
す
広
域
連
合　

療
育
医
療
衛
生
常
任
委
員
会
協
議
会

8
月
22
日（
水
）

本
庁
舎

議
会
運
営
委
員
会

8
月
27
日（
月
）

恵
那
市
岩
村
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
２
８
０
回
岐
阜
県
市
議
会
議
長
会

8
月
29
日（
水
）

本
庁
舎

全
員
協
議
会

本
会
議（
開
会
）

9
月
3
日（
月
）

本
庁
舎

議
会
運
営
委
員
会

9
月
6
日（
木
）

本
庁
舎

本
会
議

予
算
決
算
委
員
会

9
月
11
日（
火
）

本
庁
舎

本
会
議（
代
表
質
問
・一
般
質
問
）

9
月
12
日（
水
）

本
庁
舎

本
会
議（
一
般
質
問
）

9
月
13
日（
木
）

糸
貫
分
庁
舎

産
業
建
設
委
員
会
・
予
算
決
算
分
科
会

9
月
14
日（
金
）

真
正
分
庁
舎

文
教
福
祉
委
員
会
協
議
会
・
予
算
決
算
分
科
会

9
月
18
日（
火
）

本
庁
舎

総
務
企
画
委
員
会
協
議
会
・
予
算
決
算
分
科
会

9
月
21
日（
金
）

本
庁
舎

予
算
決
算
委
員
会

9
月
26
日（
水
）

本
庁
舎

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

9
月
27
日（
木
）

本
庁
舎

本
会
議（
閉
会
日
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

10
月
2
日（
火
）

本
庁
舎

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

10
月
10
日（
水
）

本
庁
舎

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

10
月
15
日（
月
）

本
庁
舎

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

10
月
17
日（
水
）

真
正
分
庁
舎

も
と
す
広
域
連
合　

議
会
運
営
委
員
会

10
月
22
日（
月
）

越
前
市

越
前
市
と
の
行
政
懇
談
会

10
月
24
日（
水
）

真
正
分
庁
舎 

も
と
す
広
域
連
合　

全
員
協
議
会

も
と
す
広
域
連
合　

定
例
会（
開
会
日
）

10
月
25
日（
木
）

真
正
分
庁
舎 

も
と
す
広
域
連
合　

療
育
医
療
衛
生
常
任
委
員
会

10
月
26
日（
金
）

真
正
分
庁
舎 

も
と
す
広
域
連
合　

総
務
介
護
常
任
委
員
会

10
月
30
日（
火
）

真
正
分
庁
舎 

も
と
す
広
域
連
合　

老
人
福
祉
常
任
委
員
会

議
員
活
動
日
誌

議会開会のお知らせ

本巣市公式
マスコットキャラクター

もとまる

傍 聴 に来てね！
◆11月19日（予定）第4回定例会

詳細確定後ホームページに掲載します。 傍聴におでかけください。
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●本巣市議会構成名簿●

本巣市議会構成名簿

議　長 副議長鍔本　規之 瀬川　治男
平成２9年10月10日就任

区　分 委員長 副委員長 委　　員

議会運営委員会
（委員数６名）

若原　敏郎 瀬川　治男
村瀬　明義 道下　和茂

臼井　悦子 黒田　芳弘

平成30年９月２7日就任（任期１年）

区　分

区　分

議会だより編集
特別委員会
（委員数５名）

委員長 副委員長 委　　員

委員長 副委員長 委　　員

臼井　悦子 村瀬　明義
瀬川　治男

河村　志信

澤村　　均

平成30年９月２7日就任

もとす広域連合
議会議員

（議員数５名）

大西　德三郎 若原　敏郎

髙田　浩視 髙橋　勇樹

黒田　芳弘
平成２9年10月10日就任

監査委員 上谷　政明
平成29年10月10日就任

常
任
委
員
会 総務企画

委員会
（６名）

予算決算
委員会
（15名）

文教福祉
委員会
（６名）

産業建設
委員会
（６名）

瀬川　治男 若原　敏郎

大西　德三郎 河村　志信

臼井　悦子 黒田　芳弘

村瀬　明義 上谷　政明

大西　德三郎 上谷　政明

村瀬　明義 道下　和茂

臼井　悦子 黒田　芳弘

堀部　好秀 澤村　　均

河村　志信 寺町　　茂

平成30年９月２7日就任（任期１年）

髙田　浩視 今枝　和子

髙橋　勇樹

若原　敏郎 道下　和茂

鍔本　規之 今枝　和子

鍔本　規之 堀部　好秀

寺町　　茂 髙田　浩視

瀬川　治男 鍔本　規之

澤村　　均 髙橋　勇樹
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30年度一般会計補正予算など決まる

●平成30年第3回定例会開かれる●

平成30年 第3回定例会開かれる

●新市建設計画の変更

●主な歳入
・地方交付税の増額　１億３９６７万円
（普通交付額決定に伴う増額）
・国庫負担金（災害復旧）　1080万円
・県補助金　4994万円
（うち災害復旧費補助金　4483万円）

●本巣市一般会計補正予算（第２号） １億５３７６万円追加、総額１７６億７９７５万円

東日本大震災に伴う合併市町村に係る地方債の特例に関する法律の一部改正により、計画期間を５年間延長

●市道路線の廃止及び認定
（仮称）本巣ＰＡ周辺公園整備に伴い、市道路線を廃止及び認定

●都市公園を設置すべき区域の決定
（仮称）本巣ＰＡ周辺公園整備に伴い、都市公園として区域を決定

●専決処分の報告（公用車の事故に係る損害賠償）

●主な歳出
・災害復旧費の増額　８５５６万円
（7月４日～８日の豪雨による復旧に
 かかる工事費の増額）

その他の議案

今議会で決まった主な内容をお知らせします。

　地方創生の推進とともに、加速する人口減少社会への対応が、我が国の将来にとって喫緊の政治課題となっている。
地方議会の果たすべき役割と責任は、ますます重要となる。
　このような状況の中、地方議会議員は、これまで以上に地方行政の広範かつ専門的な諸課題について住民の意向を
くみとり、的確に執行機関の監視や政策提言等を行うことが求められている。
　また、地方議会議員は、議会活動のほか地方における住民ニーズの把握等様々な議員活動を行っており、近年にお
いては、都市部を中心に専業化が進んでいる。一方、今日では、就業者に占めるサラリーマンの割合は９割にも達し、地
方議会議員のなり手もサラリーマンからの転身組が増加している。
　地方議会議員が厚生年金に加入できるようになれば、民間会社の社員等が議員に転身しても切れ目なく厚生年金の
適用を受けることができ、老後や家族を心配することなく選挙に立候補できる環境が整うことになる。多様で有為な人
材の確保に大きく寄与すると考えられる。
　よって、国民の幅広い層からの政治参加や地方議会における人材確保の観点から、厚生年金への地方議会議員の加
入のための法整備を早急に実現するよう強く要望する。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書



本巣市議会だより
2018年11月1日発行　第60号

MOTOSU CITY ASSEMBLY REPORT

5

歳入171億円（前年度比0.4％減） 歳出161億円（前年度比3.3％増）

※性質別

●自主財源と依存財源 ●貯金（基金）の状況

●財政力は ●借金の状況

●市民一人
　あたりでは

29年度 28年度 29年度

28年度 29年度

28年度 29年度

28年度 29年度

自主財源

財政力指数 0.626
82.5%

0.605
84.8%経常収支比率

一般会計の基金

地方債残高

市税 15.4万円 15.3万円
22.3万円 20.6万円
47.3万円 48.2万円

貯金
借金

164億8126万円 166億5816万円

・財政調整基金
・その他

49.6%
50.4%依存財源

＊1
＊2

市税
53億1034万円

国県支出金
21億5602万円

市債 ※1
13億9698万円

繰越金
15億5452万円

地方消費税
交付金
5億8884万円

地方交付税
40億9094万円

その他
2億8906万円

諸収入
5億8140万円

繰入金
6億9150万円

使用料及び手数料
2億1166万円

地方譲与税
2億1127万円

人件費
22億8390万円

扶助費
18億8737万円

物件費
30億1933万円

補助費等
23億9998万円

投資的経費
29億9574万円

その他経費
19億9240万円

公債費 ※2
13億977万円

維持補修費
2億2620万円

77億5759万円
42億6343万円
34億9416万円

71億  260万円
37億5343万円
33億4917万円

平成29年度一般会計決算（歳出161億円）など決まる

※1 市が歳入を補うために発行する債券 ※2 公債の償還や利子の支払いに要する経費

市の財政は

●定例会で決まったこと●

＊１　1に近いほど財政力が強い。
＊2　財政構造の弾力性を把握するもので、数値が

低いほど財政にゆとりがあり、おおむね７５％
で健全といわれる。
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一般会計の主な事業

29年度はこんな仕事がおこなわれました。

○公共施設再配置計画策定事業
　公共施設の更新・統廃合・改修を行う時期について
　今後３０年間のロードマップを作成

○クレジットカード収納事務
　市税の納付機会拡大のため、システムの改修を
　行い軽自動車税のクレジット納付を開始

○子育てワンストップシステム導入事業
　
　母子保健、児童手当及び保育に関する９種類の手
　続きについて、電子申請による受付が出来るよう
　整備
　・母子保健（妊娠の届出）
　・児童手当
　（現況届、未支払請求、氏名住所変更届出、認定請求
　  額改定届出、消滅届出）
　・保育（保育施設等の利用申込、支給認定の申請）

・・・・・・678万円

 ・・・・・・・・・・・・217万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・48万円

○ねたきり老人等介護者慰労金支給事業　

　介護保険の規定による要介護３以上に認定された
　者と同居し、介護している者に対し、慰労金を支給
　支給者数　３８６人

○高齢者タクシー利用助成事業
　市内在住の７５歳以上の高齢者のみで、
　運転免許証の保有者がいない
　世帯に対し助成
　交付枚数　125世帯２，４６８枚

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1642万円

・・・・・・・・・95万円

（健康福祉部）
人にやさしく支え合うまちに

○温見峠駐車場整備事業
　交通事故の予防や快適な利用促進のために、路上
　駐車対策として路肩拡幅工事を施工

○淡墨公園内休憩所改修事業
　淡墨公園を訪れる観光客が安心して利用できるよ
　う屋根を改修しテーブルベンチを交換

○「淡墨桜の日」おもてなし事業
　市内観光資源のＰＲや抹茶の
　無料サービス、ご当地グルメ
　「もとすの豚汁」の振舞いなど
　を実施

・・・・・・・・・・・・・1403万円

 ・・・・・・・・・１230万円

・・・・・・・177万円

（産業建設部）活力と賑わいのあるまちに

○観光施設再整備事業
　北部地域の活性化を図り、観光等施設を再整備

○地域経済循環創造事業
　地域における経済循環に寄与する取り組みを行う
　民間事業者等に対して補助金を交付

・・・・・・・・・・・１億９７２５万円

 ・・・・・・・・・・・・・1650万円

（総務部）
効率的な行財政を進めるまちに

○移住・定住事業
　移住・定住補助金の交付、田舎暮らし体験事業
　空き家バンク事業、ＰＲ事業を実施
　５9世帯に補助金交付

○洪水ハザードマップ作成事業
　安全な避難行動に
　結び付けるための
　意識啓発として洪水
　ハザードマップを
　作成し配布

○水鳥住宅改修事業
　外壁改修、集会所の屋根・外壁改修、東屋の屋根
　葺き替えを実施

○神所住宅改修事業
　外壁改修及び棟屋根部分の改修工事を実施

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3805万円

 ・・・・・・・770万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・702万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・373万円

（総務部、企画部、産業建設部）
安心して暮らせるまちに

（企画部、産業建設部）
活力を創造するまちに

●定例会で決まったこと●
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（総務部）

一般会計の主な事業

○長良・糸貫線道路整備事業

○市道糸貫０００７号線整備事業

○橋りょう点検修繕事業

○市道根尾８３号線災害防除事業

○市道真正２０１６号線整備事業

・・・２億１２７７万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１億５６２万円
・・・・・・・・・・・・・・６３２９万円

・・２５７６万円

・・・・・・２27万円

（産業建設部）道路等の整備

○小学校情報機器整備事業（電子黒板）

　真桑小学校２２台、弾正小学校１３台
　土貴野小学校１台の合計３６台を整備

○髙木貞治博士顕彰事業
　富有柿の里にある髙木貞治博士記念室を
　リニューアルし、数学教材の展示スペースなどを配置

○理科専門指導員配置事業
　小学校２校に１人ずつ、計４人の理科指導員を配置

○英語教育パワーアップ事業
　小学校に英語専門の学習指導員を３人配置

○数楽校運営事業
　数楽校の開校を、岐阜高専等と連携を図り実施

・・・・・・・・・・・・・・・・2836万円

・・・・・・・・・・・・・2432万円

・・・・・・・・・・・・726万円

・・・・・・・・・・717万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・105万円

（教育委員会）学び合うまちに

４4億5892万円

２億6093万円

３億9386万円

６億8455万円

3億5553万円

41億3914万円

２億4954万円

３億9035万円

６億6591万円

3億4857万円

3億1978万円

　1139万円

　　351万円

　　1864万円

696万円

収　支歳　出歳　入
国民健康保険
（事業勘定）
国民健康保険
（施設勘定）
後期高齢者
医療
農業集落
排水事業

公共下水道

●特別会計の決算 ●水道事業会計の決算

9億1175万円

8億4895万円

2億1702万円

5億9778万円

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

８億８７１０万円 ７億７６９３万円 １億１０１７万円

収　支歳　出歳　入
一般会計

●本巣消防事務組合一般会計の決算

決算額上水道事業

○真桑幼児園建設事業
　土地鑑定評価、地質調査、埋蔵文化財発掘業務等
　を実施

・・・・・・・・・・・・・・・・・341万円

Q

A

予備費の増額の理由について、２９年度当初予算で６７５４万７千円、支出が３８２６万２千円あって、不用額が
３６３０万円となっているが、３０年度当初予算で７３９５万３千円、６月補正で５７３万３千円の流用がされてい
る。そうすると残額が６８２２万円。それに今回の補正１６８３万９千円を加えると当初の７３９５万３千円を上回
る額となるが、そうした中での今回の補正の計上がどういう理由からされるのか。

今までに予備費充用において対応している件があり、主なものとして、７月の初めに発生した災害時に、その
復旧工事に要する測量設計費を予備費で対応した額が約８００万円程あります。また、ブロック塀とかの撤去
といったもので予備費充用、さらに今年度に入り大雨特別警報とか災害対応による時間外勤務手当といった
ものへの充用があり、約１４００万円程予備費を活用しています。
今回当初予算に、ほぼ近い額の予備費を確保したものです。

議案第５０号　平成３０年度本巣市一般会計補正予算（第２号）について

本会議Q&A

（健康福祉部）子どもが健やかに育つまちに

●定例会で決まったこと●
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Q

時
該
当
者
に
受
診
勧
奨
や
健
診
受
診

の
動
機
づ
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
指
定
管
理
を
民
間
に
任
せ
た「
お

　
り
べ
の
里
も
と
す
」の
反
響
は

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
改
善
に
取

　
り
組
ん
で
い
ま
す

原
・
産
業
建
設
部
長

　
上
水
道
の
有
収
率
が
低
い
が

　
管
路
の
老
朽
化
な
ど
に
伴
う
漏
水

　
が
原
因
と
考
え
ま
す翠

・
上
下
水
道
部
長

　

更
新
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

　
き
る
場
所
を
確
保溝

口
・
教
委
事
務
局
長

　
　
本
年
度
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

　「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事

　
業
」
期
限
後
も
事
業
は
継
続
か

　
平
成
32
年
度
以
降
も
取
り
組
ん
で

　
い
き
ま
す

大
野
・
企
画
部
長

　

国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
基
本
方
針
２
０
１
８
」
に
基
づ
き
、

地
方
創
生
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
の
消
防
広
域
化
の
影

　
響
は

　
消
防
力
強
化
と
考
え
る畑

中
・
総
務
部
長

　

根
尾
口
谷
地
内
の
建
物
火
災
に
は

隣
接
の
山
県
市
や
岐
阜
市
か
ら
、
真

正
下
真
桑
地
内
の
建
物
火
災
に
は
瑞

穂
市
か
ら
の
出
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　
県
が
行
う
国
民
健
康
保
険
の
運
営

　
制
度
に
よ
る
影
響
は

　
1
人
当
た
り
の
医
療
費
と
事
業
費

　
納
付
金
の
増
加
が
考
え
ら
れ
ま
す

洞
口
・
市
民
環
境
部
長

　
各
種
の
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
の

　
受
診
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
は

　
毎
年
全
世
帯
に「
家
族
調
査
票
」を

　
配
布

久
富
・
健
康
福
祉
部
長

　

特
に
、
が
ん
検
診
は
、
無
料
検
診

●代表質問●

Q

　
　
新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
の
今
後

　
　
は

　
分
庁
舎
方
式
を
継
続
す
る
の
に
弊

　
害
と
な
る
こ
と
は

　
庁
舎
の
老
朽
化
に
よ
り
、
今
ま
で

　
以
上
の
経
費
を
要
す
る

藤
原
・
市
長

　

糸
貫
分
庁
舎
の
西
棟
は
築
後
49
年

が
経
過
し
、
建
替
え
が
必
要
で
す
。

他
の
庁
舎
も
数
年
以
内
に
大
規
模
改

修
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
災
害
時
に
職

員
が
各
庁
舎
に
分
散
し
て
い
る
こ
と

は
非
効
率
で
す
。

　
庁
舎
統
合
検
討
有
識
者
会
議
の
報

　
告
は

　

新
た
な
場
所
に
新
築
し
、
統
合
す

　
る
こ
と
が
適
当

　

会
議
で
は
、
人
口
重
心
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
災
害
対
応
機
能

強
化
、
交
通
の
利
便
性
、
財
源
確
保

な
ど
検
討
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
の
庁
舎
統
合
へ
の
考
え
と
今
後

　
の
計
画
は

　
将
来
の
財
政
負
担
の
軽
減
も
考
慮

　
し
な
が
ら
慎
重
に
考
え
る

　

新
た
な
検
討
委
員
会
と
し
て
「
庁

舎
整
備
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ

過
去
の
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
本
市
の
庁
舎
整
備
方
針
の
決

定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
合
併
特
例
債
期
限
が
延
期
さ
れ
た

　
こ
と
に
よ
る
影
響
は

　
合
併
特
例
債
は
有
利
な
財
源

　

発
行
期
限
内
で
の
庁
舎
整
備
計
画

が
進
む
よ
う
で
あ
れ
ば
、
活
用
す
る

こ
と
で
市
の
財
政
状
況
に
大
変
良
い

影
響
が
あ
り
ま
す
。

　
　
し
ん
せ
い
ほ
ん
の
森
の
機
能
強

　
　
化
と
利
便
性
に
つ
い
て

　
本
巣
市
立
図
書
館
の
役
割
と
は

　
読
書
を
通
じ
た
生
き
が
い
づ
く
り

　
と
し
て
の
役
割
が
あ
り
ま
す

川
治
・
教
育
長

　

県
図
書
館
と
の
連
携
を
強
化
し
て

子
育
て
機
能
・
学
習
情
報
を
市
民
に

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
の
組
織
と
し
て
の
位
置
づ
け
は

　
生
涯
学
習
を
担
う
教
育
委
員
会
社

　
会
教
育
課
に
位
置
付
け
て
い
ま
す

　

し
ん
せ
い
ほ
ん
の
森
が
、
市
の
拠

点
と
し
て
公
民
館
図
書
館
と
小
中
学

校
に
情
報
発
信
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　
飲
食
の
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
併
設

　
で
き
な
い
か

　
施
設
外
と
真
正
公
民
館
に
飲
食
で

Q2 Q1A2Q3A3

Q4A4Q2A2 Q1A1Q3A3

A1

若
原
敏
郎

市
政
自
民
ク
ラ
ブ
代
表

Q

A6

Q1A1Q2

Q6 A5 Q5

A2Q3A3Q4A4
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●一般質問●

QQ1A1

Q

　
　
防
災
に
つ
い
て

　

地
震
、
豪
雨
、
猛
暑
等
に
よ
る
被

害
が
全
国
的
に
出
て
い
ま
す
。
本
巣

市
に
お
い
て
も
災
害
が
い
つ
発
生
す

る
か
分
か
ら
な
い
状
況
で
す
。
防
災

に
一
層
力
を
入
れ
た
い
も
の
で
す
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
費
用
に
対
す
る

　
助
成
制
度
の
導
入
は

　
国
の
支
援
制
度
、
県
や
他
市
町
の

　
状
況
を
注
視
し
検
討
し
ま
す

原
・
産
業
建
設
部
長

　
危
険
性
が
高
い
と
言
わ
れ
る
山
口

　
頭
首
工
の
改
修
見
通
し
は

　
平
成
33
年
度
よ
り
工
事
に
着
手
で

　
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す

　
同
改
修
は
、
施
設
の
長
寿
命
化
と

　
強
靭
化
が
両
立
す
る
も
の
で
す
か

　
農
用
地
だ
け
で
な
く
、
市
民
生
活

　
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待

　
糸
貫
分
庁
舎
の
耐
震
上
の
問
題
は

　
問
題
は
無
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

　
老
朽
化
が
心
配
さ
れ
ま
す

畑
中
・
総
務
部
長

　
　
通
学
路
に
つ
い
て

　

大
阪
府
北
部
地
震
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
倒
壊
に
よ
り
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
本
巣
市
で

は
早
急
に
点
検
が
実
施
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
。

　
大
阪
府
北
部
地
震
後
、
本
市
の
通

　
学
路
の
点
検
結
果
は

　
通
学
路
脇
の
危
険
だ
と
思
わ
れ
る

　
箇
所
は
2
0
6
箇
所
あ
り
ま
し
た

川
治
・
教
育
長

　
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
ら
れ
る
予

　
定
で
す
か

　
学
校
の
判
断
で
地
域
の
理
解
を
得

　
て
通
学
路
を
変
更
し
て
安
全
確
保

　
　
自
然
保
護
に
つ
い
て

　

近
年
、
全
国
的
に
生
物
多
様
性
の

劣
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
環
境
省
は

生
物
種
の
多
様
性
を
保
全
す
る
と
と

も
に
生
物
資
源
を
持
続
的
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
と
生
物
多
様
性
基
本
法

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
策
定
を
見

　
据
え
た
部
署
、
担
当
官
の
配
置
は

　
所
管
課
の
連
携
、
市
民
協
働
、
大

　
学
等
と
の
連
携
で
進
め
ま
す

洞
口
・
市
民
環
境
部
長

　

＊
他
に
も
幾
つ
か
の
質
問
を
し
ま

　
　

し
た
。

Q1A1Q2A2Q3A3Q4A4 QQ

　
　
災
害
時
の
市
の
対
応
に
つ
い
て

　

７
月
に
発
生
し
た
「
西
日
本
豪

雨
」
に
お
い
て
、
水
害
、
土
砂
崩
れ

な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
方
が
命
を
落

と
さ
れ
ま
し
た
。
岐
阜
県
で
も
、
関

市
上
之
保
地
区
で
は
、
津
保
川
の
氾

濫
に
よ
り
家
屋
の
水
没
な
ど
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
本
巣
市
で

も
、
根
尾
東
谷
川
の
増
水
に
よ
り
、

松
田
や
大
須
地
区
に
避
難
勧
告
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
迅
速
な
対
応
の
た
め
、

大
き
な
物
的
、
人
的
な
被
害
は
な
く
、

安
堵
す
る
も
の
で
す
。

　
災
害
時
に
ど
の
よ
う
な
方
法
で
情

　
報
把
握
を
さ
れ
る
の
か

　
本
巣
市
風
水
害
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に

　
沿
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す

畑
中
・
総
務
部
長

　
市
で
は
、
日
頃
か
ら
、
県
や
気
象

台
と
連
携
し
、
気
象
状
況
の
把
握
に

努
め
て
い
る
ほ
か
、
大
雨
が
予
想
さ

れ
る
場
合
は
、
注
意
喚
起
の
情
報
が

県
か
ら
提
供
さ
れ
る
と
と
も
に
、
気

象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
５
日
先

ま
で
の
気
象
状
況
を
確
認
し
、
職
員

に
向
け
て
警
戒
態
勢
が
取
れ
る
よ
う

周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
　

子
孫
に
貴
重
な
水
源
を
残
す

　

地
表
を
流
れ
る
河
川
を
第
一
と
す

れ
ば
、
第
二
の
河
川
と
も
呼
ば
れ
る

伏
流
水
、
地
下
水
も
貴
重
な
市
の
財

産
と
言
え
ま
す
。
何
万
年
も
か
け
て

形
成
さ
れ
た
地
下
水
脈
が
、
砂
利
採

取
や
そ
の
埋
め
戻
し
に
よ
り
変
化
を

す
る
と
す
れ
ば
、
貴
重
な
財
産
を
失

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
過
去
、
カ
ド

ミ
ウ
ム
汚
染
の
問
題
や
フ
ェ
ロ
シ
ル

ト
埋
め
戻
し
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。

自
然
の
水
が
そ
の
ま
ま
飲
め
る
国
は

と
て
も
貴
重
で
少
な
い
と
聞
き
ま
す
。

　
砂
利
採
取
に
よ
り
水
質
が
低
下
し
、

　
地
盤
沈
下
と
の
意
見
も
あ
る
が

　
砂
利
採
取
に
よ
る
水
質
へ
の
影
響

　
に
つ
い
て

原
・
産
業
建
設
部
長

　

埋
め
立
て
土
砂
が
環
境
基
準
に
適

し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
な
ど

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
県
に

お
い
て
も
土
壌
の
汚
染
等
の
災
害
発

生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
立
入
調
査

が
随
時
実
施
さ
れ
、
不
定
期
に
パ
ト

ロ
ー
ル
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

Q

寺
町 

茂

河
村
志
信

Q1A1Q1A1 Q2A2

Q1A1
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QQ

　
　

青
少
年
の
平
和
教
育
に
つ
い
て

　

席
田
地
区
上
保
の
旧
日
本
軍
が

　

作
っ
た
滑
走
路
の
遺
産
の
保
存
は

　

現
在
は
そ
の
後
の
土
地
整
備
の
た

　

め
地
権
者
も
多
く
難
し
い

川
治
・
教
育
長

　

昭
和
19
年
に
陸
軍
約
7
0
0
人
が

作
業
に
従
事
し
船
来
山
南
に
建
設
が

始
ま
り
、
完
成
前
に
終
戦
を
迎
え
た
、

昭
和
23
年
当
時
の
航
空
写
真
を
見
る

と
、
幅
約
10
ｍ
長
1
5
0
0
ｍ
の
滑

走
路
が
確
認
で
き
、
滑
走
路
跡
の
航

空
写
真
は
故
郷
本
巣
が
戦
争
と
大
き

く
関
わ
り
が
あ
っ
た
事
を
学
ぶ
教
材

と
し
て
十
分
活
用
で
き
そ
う
で
す
。

　

他
に
も
本
巣
地
域
の
大
平
山
に
は

Ｂ
29
の
飛
来
を
監
視
す
る
山
小
屋
の

跡
が
今
も
残
っ
て
い
る
等
、
身
近
な

戦
争
の
足
跡
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

子
供
た
ち
に
故
郷
本
巣
と
平
和
教
育

と
の
意
識
づ
け
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
を
活
用
す
る
と
と

も
に
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊

さ
に
つ
い
て
深
く
学
び
、
考
え
、
伝

え
て
い
く
子
供
た
ち
を
育
て
ま
す
。

　

市
内
の
被
爆
者
数
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
、
被
爆
者
に
つ
い
て
把

　

握
し
て
お
り
ま
せ
ん

久
富
・
健
康
福
祉
部
長

　

県
に
確
認
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
市

内
に
は
９
人
在
住
で
す
。

　

被
爆
者
の
人
権
に
つ
い
て

　

お
互
い
を
尊
重
す
る
心
か
よ
う
ま

　

ち
を
掲
げ
て
お
り
ま
す

藤
原
・
市
長

　

具
体
的
な
施
策
等
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
年
度
改
訂
を
予
定
し

て
い
る
「
本
巣
市
人
権
施
策
推
進
指

針
」
で
年
齢
・
性
別
・
国
籍
・
障
が

い
の
有
無
等
、
あ
ら
ゆ
る
偏
見
や
差

別
の
な
い
地
域
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

　
　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

　

現
在
本
市
の
高
齢
者
世
帯
数
は

　

65
歳
以
上
の
み
の
世
帯
数
は
３
２

　

３
０
世
帯
で
全
世
帯
の
26
．２
％

久
富
・
健
康
福
祉
部
長

　

高
齢
者
を
見
守
る
対
応
は

　

民
生
委
員
児
童
委
員
等
の
見
守
り

　

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
75
歳
以

上
の
高
齢
者
を
対
象
に
2
か
月
に
一

度
の
訪
問
活
動
を
実
施
。
ま
た
市
で

は
、
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
や
緊
急
通
報
体
制
支
援
事
業
を

実
施
。

　
　

砂
利
採
取
後
の
道
路
状
況
の
確
認
は

　
　

砂
利
採
取
業
者
が
原
因
者
の
場

　
　

合
は
復
旧
工
事
を
指
示

原
・
産
業
建
設
部
長

●一般質問●

　
　

事
業
評
価
に
つ
い
て

　

本
巣
市
で
は
事
業
の
改
善
や
計
画

策
定
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
主
な

目
的
と
し
て
特
定
の
事
業
を
抽
出
し

事
務
事
業
評
価
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

抽
出
事
業
の
選
定
基
準
と
対
象
事

　

業
数
は
適
正
か

　

内
部
評
価
と
は
別
に
毎
年
度
事
業

　

の
効
果
・
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す

大
野
・
企
画
部
長

　

抽
出
事
業
の
選
定
は
行
政
改
革
推

進
本
部
で
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

１
次
２
次
の
内
部
評
価
と
外
部
評

　

価
で
市
が
評
価
と
す
る
の
は

　

外
部
評
価
が
最
終
的
な
事
務
事
業

　

の
評
価
で
す

　

評
価
に
市
民
の
声
は
反
映
さ
れ
て

　

い
る
か

　

外
部
評
価
委
員
の
半
数
以
上
は
本

　

巣
市
民
で
す

　

健
全
な
行
財
政
運
営
の
観
点
、
市

民
目
線
の
両
面
か
ら
評
価
を
さ
れ
て

お
り
、
市
民
の
声
は
反
映
さ
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

市
民
運
動
会
に
つ
い
て

　

毎
年
各
地
域
で
市
民
運
動
会
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
憲
章
に
沿
い
、

QQ

全
市
民
を
対
象
に
し
た
唯
一
の
事
業

で
す
。

　

市
民
運
動
会
に
対
す
る
評
価
は

　

元
気
で
笑
顔
の
ま
ち
づ
く
り
に
大

　

き
く
寄
与
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す

川
治
・
教
育
長

　

体
力
の
向
上
や
健
康
の
保
持
増
進
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
出
の
貴
重

な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
中

学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
世

代
を
超
え
た
地
域
の
方
と
の
か
か
わ

り
、
ふ
る
さ
と
意
識
を
高
め
る
場
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
市
民
運
動
会
に
つ
い
て
市

　

の
考
え
は

　

各
地
域
の
実
情
や
特
色
を
生
か
し

　

た
開
催
を
し
て
ほ
し
い

　
　

公
共
施
設
の
喫
煙
所
に
つ
い
て

　

受
動
喫
煙
の
対
策
強
化
を
含
む
健

康
増
進
法
改
正
案
が
成
立
し
、
大
勢

の
人
が
利
用
す
る
施
設
で
は
敷
地
内

禁
煙
と
な
り
ま
す
。

　

喫
煙
所
が
あ
る
市
の
関
係
す
る
公

　

共
施
設
は
い
く
つ
あ
り
ま
す
か

　

屋
外
は
32
施
設
と
屋
内
は
５
施
設

　

の
37
施
設
で
す

畑
中
・
総
務
部
長

　

施
行
に
向
け
て
今
後
の
対
応
は

　

屋
内
の
喫
煙
所
は
廃
止
し
ま
す

　

特
定
屋
外
喫
煙
場
所
の
設
置
を
検

討
し
ま
す
。

A Q3A3Q1A1Q2A2

QQ1A1Q2A2

Q1A1Q2A2Q3A3

Q1A1Q2A2Q1A1Q2A2

堀
部
好
秀

澤
村
　
均

（
日
本
共
産
党
）
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地
方
創
生
の
現
状
と
課
題

　

取
り
組
み
を
検
証
し
課
題
を
明
確

に
す
る
こ
と
で
、
成
果
を
得
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
検
証
は

　

部
局
長
で
内
部
評
価
と
第
３
者
委

　

員
会
で
外
部
評
価
を
行
い
ま
す

大
野
・
企
画
部
長

　

検
証
か
ら
見
え
る
課
題
は

　

持
続
性
の
あ
る
長
期
的
な
視
点
か

　

ら
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す

　

有
効
な
事
業
の
継
続
な
ど
、
今
後

　

の
方
針
は

　

有
効
な
事
業
は
継
続
し
ま
す

藤
原
・
市
長

　

有
効
な
事
業
は
国
の
支
援
が
な
く

て
も
、
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

通
学
路
の
安
全
対
策
強
化
を

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
民
間
施
設
へ
の
助

成
制
度
は
緊
急
性
の
高
い
施
策
で
す
。

　

学
校
教
育
施
設
へ
の
安
全
点
検
は

　

真
正
中
・
糸
貫
中
で
危
険
工
作
物

　

が
あ
り
補
修
を
完
了
し
ま
し
た

溝
口
・
教
委
事
務
局
長

　

通
学
路
全
般
の
点
検
と
対
応
は

　

基
準
を
設
け
点
検
を
実
施
し
、
危

険
度
が
高
い
所
は
通
学
路
を
変
更
。

　

現
在
実
施
の
診
断
結
果
を
待
っ
て
、

●一般質問●

QQ

　
　

認
知
症
高
齢
者
等
の
個
人
賠
償

　
　

責
任
保
険
事
業
に
つ
い
て

　

大
府
市
の
契
約
を
本
巣
市
で
採
用

　

し
た
場
合
の
問
題
点
に
つ
い
て
は

　

保
険
会
社
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

　

本
市
に
お
い
て
も
可
能
で
す

久
富
・
健
康
福
祉
部
長

　

認
知
症
高
齢
者
等
の
個
人
賠
償
責

任
保
険
に
つ
い
て
は
、
認
知
症
に
よ

る
徘
徊
の
恐
れ
の
あ
る
高
齢
者
を
被

保
険
者
と
し
、
踏
切
事
故
な
ど
に
よ

り
第
三
者
に
負
わ
せ
た
損
害
を
補
償

す
る
賠
償
責
任
保
険
に
市
が
保
険
契

約
者
と
な
り
加
入
す
る
も
の
で
す
。

　

市
が
行
う
場
合
、
経
費
や
保
険
契

　

約
者
数
は

　

本
市
の
把
握
し
て
い
る
徘
徊
の
恐

れ
の
あ
る
高
齢
者
は
78
名
で
す

　

す
べ
て
加
入
の
場
合
で
保
険
料
は

１
年
間
で
1
5
6,
0
0
0
円
と
な

り
ま
す
。

　

市
長
の
考
え
は

　

こ
の
制
度
に
つ
い
て
、
他
市
町
の

　

制
度
を
研
究
し
導
入
を
検
討

藤
原
・
市
長

　

本
市
に
お
い
て
も
高
齢
化
の
進
展

に
よ
り
、
認
知
症
高
齢
者
は
今
後
増

加
す
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
対
策
と

し
て
、
認
知
症
予
防
教
室
や
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な
ど
開
催

し
な
が
ら
、
予
防
や
認
知
症
に
対
す

る
理
解
の
促
進
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
認
知
症
に
よ
り
徘
徊
の
恐

れ
の
あ
る
高
齢
者
の
家
族
に
と
っ
て

は
、
行
方
不
明
や
事
故
、
他
者
の
財

産
を
壊
す
な
ど
の
不
安
が
あ
り
、
自

宅
で
介
護
す
る
家
族
の
不
安
を
軽
減

す
る
た
め
に
は
、
市
が
代
わ
っ
て
賠

償
責
任
保
険
に
加
入
す
る
当
該
事
業

は
有
効
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

※
他
に
も
幾
つ
か
の
質
問
を
し
ま

　
　

し
た
。

Q

　

今
後
の
対
応
を
検
討
し
ま
す

　

個
人
宅
等
民
間
施
設
に
対
応
で
き

　

る
、
助
成
制
度
が
必
要
で
は

　

所
有
者
の
理
解
と
協
力
を
得
た
も

　

の
は
先
行
し
て
対
応
し
ま
す

早
川
・
副
市
長

　

国
の
支
援
内
容
や
他
市
町
を
参
考

に
補
助
制
度
を
検
討
し
ま
す
。

　
　

犯
罪
被
害
者
支
援

　

基
本
法
に
基
づ
い
た
、
実
効
性
の

高
い
条
例
制
定
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

犯
罪
被
害
者
支
援
へ
の
見
解
は　

　

被
害
者
視
点
で
、
不
均
衡
の
無
い

　

よ
う
、
県
統
一
施
策
が
必
要
で
す

畑
中
・
総
務
部
長

　

県
の
取
り
組
み
や
他
の
動
向
は

　

県
や
県
警
本
部
で
は
相
談
セ
ン

タ
ー
を
設
け
、
自
治
体
職
員
対
象
の

研
修
会
を
実
施
。

　

市
町
村
で
支
援
措
置
の
充
実
へ
研

　

究
・
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

　

支
援
内
容
を
明
確
に
し
た
、
高
い

　

条
例
制
定
が
必
要
で
は

　

条
例
制
定
に
向
け
取
り
組
み
ま
す

藤
原
・
市
長

　

施
策
を
推
進
し
、
被
害
の
軽
減
・

回
復
に
取
り
組
み
ま
す
。

Q1A1Q1A1 A3 Q2Q2 A2A2 Q3

Q3A3A2Q3A3 Q1Q2 A1 Q

鍔
本
規
之

黒
田
芳
弘

（
市
政
自
民
ク
ラ
ブ
）

Q1A1Q2A2Q3A3
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Q
　
　

市
民
協
働
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　

整
備
・
運
営
事
業
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
新
規
事
業
、
仮
称
「
市

民
協
働
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
は
、

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
拠
点

と
し
て
、
市
民
と
行
政
と
の
つ
な
が

り
が
深
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
の
整
備
状
況
は

　

来
年
２
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

　

準
備
を
進
め
て
い
ま
す大

野
・
企
画
部
長

　

公
募
の
結
果
、
一
団
体
か
ら
応
募

が
あ
り
、
当
団
体
を
運
営
主
体
と
し

て
、
糸
貫
ぬ
く
も
り
の
里
内
の
空
間

整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
構
成
人
員
、
指
導
内
容

　

は

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
チ
ー
ム

　

の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
５
名
で
す

　

５
名
に
加
え
、
市
民
協
働
や
地
域

福
祉
の
担
当
職
員
、
社
協
の
職
員
な

ど
も
関
わ
り
、
連
携
を
密
に
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
流
促
進

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
収
集
・
発

信
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

　
　

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

　

本
市
合
併
以
来
、
来
年
２
月
１
日

で
15
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
行
政
と
市
民
団
体
の
協
議
で

行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
、
更

に
住
み
よ
い
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
が
大
切
に
思
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
目
的
は

　
「
ふ
れ
あ
い
」
、
「
交
流
」
と
「
地

　

域
の
活
性
化
」
で
す

藤
原
・
市
長

　

市
と
し
て
、
今
後
の
継
続
支
援
は

　

市
民
の
交
流
に
よ
り
、
一
体
感
の

　

醸
成
に
繋
が
る
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

　

今
後
も
、
実
行
委
員
会
ま
た
は
、

市
民
団
体
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞

き
し
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
い
く
考
え
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
あ
り
方
で
、
協
力
市

　

民
と
の
協
議
は

　

市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
ま
す

　

市
民
協
働
を
、
よ
り
一
層
進
め
る

た
め
、
効
果
的
・
効
率
的
な
イ
ベ
ン

ト
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●一般質問●

　
　

豪
雨
時
の
特
別
警
報
発
令
に
つ

　
　

い
て

　

今
年
の
特
別
警
報
発
令
に
伴
い
、

本
市
で
は
一
部
地
域
の
避
難
や
学
校

の
休
校
が
あ
り
ま
し
た
。
小
・
中
学

校
に
つ
い
て
と
警
報
発
令
地
域
に
つ

い
て
。

　

小
・
中
学
校
の
休
校
日
数
を
ど
の

　

よ
う
に
補
填
さ
れ
る
の
か

　

一
日
５
時
間
の
授
業
を
６
時
間
授
業
、

　

行
事
の
見
直
し
な
ど
で
対
応

川
治
・
教
育
長

　

特
別
警
報
発
令
時
、
南
部
地
域
の

　

災
害
の
恐
れ
は
あ
り
ま
し
た
か　

　

土
砂
災
害
・
浸
水
害
の
危
険
度
は

　

高
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

畑
中
・
総
務
部
長

　

発
令
地
域
細
分
化
に
つ
い
て

　

県
と
連
携
し
、
気
象
情
報
発
表
エ

　

リ
ア
の
細
分
化
を
要
望
し
ま
す

藤
原
・
市
長

　
　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

　
　

つ
い
て

　

来
年
10
月
か
ら
始
ま
る
予
定
の
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
が
始
ま
る

こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
無
償

化
に
は
、
財
政
的
な
課
題
や
働
き
手

Q

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
共
働
き
世
帯

や
母
子
世
帯
の
方
々
か
ら
の
需
要
も

増
え
る
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
て
、
働
き
手
の
労
働
時
間
や

人
数
、
仕
事
量
に
見
合
う
給
料
等
も

見
直
す
べ
き
で
は
。

　

各
幼
児
園
の
保
育
士
の
人
員
は
不

　

足
で
は

　

配
置
基
準
を
満
た
し
て
お
り
、
現

　

在
人
員
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん

久
富
・
健
康
福
祉
部
長

　

保
育
士
の
給
料
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

　

市
の
見
解
は

　

金
銭
的
な
面
の
ほ
か
、
身
体
的
、

　

精
神
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す

大
野
・
企
画
部
長

　

無
償
化
に
よ
り
増
え
る
市
の
負
担

　

額
を
ど
う
補
填
し
て
い
く
の
か

　

国
に
財
源
確
保
し
て
い
た
だ
け
る

　

よ
う
要
望
し
て
い
き
ま
す藤

原
・
市
長

Q1A1Q3A3 Q2A2

QQ1A1Q2A2

Q Q1A1Q3A3 Q2A2

Q2A2 Q1A1Q3A3

臼
井
悦
子

髙
橋
勇
樹

▲糸貫ぬくもりの里
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小
規
模
事
業
者
支
援
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
体
が
中
小
企
業
の
支
援

組
織
を
立
上
げ
、
経
営
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
取
り
組
み
が
全
国
で
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。
７
月
に
は
、
大

垣
市
で
も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
規
模
事
業
者
の
現
状
は

　

１
３
０
０
社
、
従
業
員
数
は
４
０

　

０
０
人
と
推
計
さ
れ
ま
す

原
・
産
業
建
設
部
長

　

そ
の
支
援
と
効
果
は

　

商
工
会
が
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す

　

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
制
度

等
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
の
支
援
の
在
り
方
は

　

引
き
続
き
、
商
工
会
が
取
り
組

　

む
事
業
に
支
援
し
ま
す

　

大
垣
市
に
開
設
さ
れ
た
ガ
キ
ビ
ズ

　

が
H
P
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が

　

無
料
で
活
用
で
き
る
仕
組
み
で
す

　

本
巣
市
が
、
大
垣
地
域
経
済
戦
略

推
進
協
議
会
に
参
加
し
、
運
営
費
の

一
部
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
支
援
の
方
法
を
検
討
す
る

　

必
要
は
な
い
か

　

引
き
続
き
支
援
策
の
方
法
を
検
討

　

し
、
進
め
て
い
き
ま
す

Q

●一般質問●

Q

Q

　
　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
対
策
に
つ

　
　
　

い
て

　

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
有
す
る
学

　

校
や
、
学
校
以
外
の
施
設
の
数
は

　

学
校
施
設
は
ゼ
ロ
・
学
校
施
設
以

　

外
で
は
３
か
所
確
認
さ
れ
ま
し
た

原
・
産
業
建
設
部
長

　

工
事
着
手
ま
で
の
安
全
確
保
は

　

影
響
範
囲
へ
の
立
入
禁
止
の
措
置

　

を
と
り
、
現
在
解
体
撤
去
中
で
す

　

民
間
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
倒
壊
の
恐

　

れ
が
あ
る
所
有
者
へ
の
対
策
は

　
「
点
検
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」
を

　

各
自
治
体
に
回
覧
し
ま
し
た

　

さ
ら
に
、
通
学
路
の
点
検
を
進
め

て
お
り
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
所
有
者
に
、
点
検
結
果
の
お

知
ら
せ
文
書
を
渡
し
て
い
ま
す
。

　

撤
去
後
の
改
修
工
事
を
現
在
の
リ

　

フ
ォ
ー
ム
補
助
対
象
に
し
て
は

　

新
た
な
補
助
制
度
で
改
修
工
事
対

　

応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
で
す

　
　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
々
に
配
慮
し
た

　
　

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

　

学
校
現
場
で
の
対
応
等
、
教
職
員

　

向
け
の
対
策
は

　

校
内
研
修
や
手
引
き
な
ど
で
教
職

　

員
の
理
解
を
図
っ
て
い
ま
す

川
治
・
教
育
長

　

今
後
は
医
療
機
関
等
と
連
携
を
図

り
研
修
の
機
会
を
設
け
て
い
き
ま
す
。

　

市
職
員
へ
の
対
策
は

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
正
し
い
情
報

　

提
供
で
理
解
の
浸
透
を
図
り
ま
す

大
野
・
企
画
部
長

　

印
鑑
登
録
証
明
書
等
、各
種
証
明
書

　

か
ら
性
別
欄
削
除
の
考
え
は

　

来
年
度
実
施
に
向
け
条
例
改
正
等

　

の
事
務
を
進
め
ま
す

洞
口
・
市
民
環
境
部
長

　

投
票
所
入
場
整
理
券
・
宣
誓
書
か

　

ら
性
別
欄
削
除
の
考
え
は

　

選
挙
の
適
正
な
執
行
管
理
も
考
慮

　

し
選
管
に
お
諮
り
し
ま
す

畑
中
・
総
務
部
長

　
　

し
ん
せ
い
ほ
ん
の
森
の
運
営
に

　
　

つ
い
て

　

利
用
者
の
減
少
と
開
館
時
間
の
見

　

直
し
へ
の
考
え
は

　

市
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
検
討

溝
口
・
教
委
事
務
局
長

　

滞
在
型
図
書
館
を
目
指
す
た
め
、

　

視
聴
覚
資
料
の
見
直
し
は

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
が
で
き
る
環
境
づ
く

　

り
を
考
え
て
い
ま
す

　

＊
他
に
図
書
費
の
予
算
・
職
員
体

　
　

制
・
今
後
の
将
来
像
に
つ
い
て

　
　

質
問
し
ま
し
た
。

Q

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報

　
　

発
信
に
つ
い
て

　

特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
が
増
加
し
、

様
々
な
活
用
が
試
み
ら
れ
、
自
治
体
で

の
利
用
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
市
民
が

自
治
体
の
情
報
に
対
し
、
求
め
る
ニ
ー

ズ
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
情

　

報
発
信
の
現
状
は

　

H
P
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す

大
野
・
企
画
部
長

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
中
心
に
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
よ
り
市
政
情
報
番

組
や
P
R
動
画
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
に
対
す
る
情
報
発
信
は

　

特
に
行
な
っ
て
い
ま
せ
ん

　

運
用
上
の
ル
ー
ル
は

　

内
部
運
用
方
針
を
定
め
発
信
し
て

　

い
ま
す

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
に
特
化
し

　

た
活
動
や
配
置
が
必
要
で
は

　

各
担
当
者
が
情
報
発
信
で
き
る

　

仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
ま
す

　

市
全
体
で
情
報
発
信
力
を
高
め
て

い
く
。

　

＊
他
に
市
内
の
事
業
承
継
の
課
題
、

　
　

支
援
等
に
つ
い
て
と
S
N
S
を

　
　

利
用
し
て
の
関
係
人
口
の
創
出

　
　

に
つ
い
て
の
質
問
し
ま
し
た
。

Q2A2Q3A3Q4A4Q1A1Q2A2

Q1A1A3 Q2A2Q3A4 Q4A5 Q5

Q1A1Q2A2Q3A3Q4A4 Q

Q1A1Q1A1 Q2A2Q3A3Q4A4

今
枝
和
子

（
公
明
党
）

髙
田
浩
視
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～委員会活動～

●委員会活動●

【産業建設分科会　９月１３日（木）】

【文教福祉分科会　９月１４日（金）】

主な質疑の内容

予算決算委員会　9月6日（木）、9月21日（金）

○産業建設部・林政部及び根尾総合支所に属する決算
　● 東外山ふれあい広場に関して、市民が利用している様子が見受けられないが、
　   事業を見直すことについて

○上下水道部に属する決算
　● ここ数年の繰出金の状況について
　● 漏水箇所のある程度の特定について

主な質疑の内容
○市民環境部に属する決算
　●住宅太陽光発電システム設置整備事業補助金について

○健康福祉部に属する決算
　●地域福祉計画、障がい福祉計画、老人福祉計画などの計画策定事業について

○教育委員会に属する決算
　●多子世帯学校給食費補助事業について

【総務企画分科会　９月１８日（火）】

主な質疑の内容
○総務部、議会事務局及び根尾総合支所に属する決算
　●樽見鉄道への補助金について

○企画部に属する決算
　●ふるさと納税の返礼品について

【予算決算委員会　９月２１日（金）】

分科会長の報告に対する主な質疑の内容
○文教福祉分科会関係
　●敬老祝賀会を見直す時期について
　●高齢者運転免許自主返納支援事業について

○産業建設分科会関係
　●水鳥住宅無償分譲の平成２９年度の実績について
　● 旧本巣保育園、旧本巣西保育園の跡地利用として、公園整備計画を策定したが、具体的に
　   どのような公園とし、その管理について

▲樽見鉄道
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●委員会活動●

～委員会活動～

１．市道路線の廃止及び認定について

１．
2．
3.
4.
5.
6.
7.

平成３０年度本巣市一般会計補正予算（第２号）について
平成２９年度本巣市一般会計歳入歳出決算について
平成２９年度本巣市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について
平成２９年度本巣市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算について
平成２９年度本巣市公共下水道特別会計歳入歳出決算について
平成２９年度本巣市水道事業会計決算について
平成２９年度本巣消防事務組合一般会計歳入歳出決算について

審査付託案件
※審査の結果、賛成多数となった案件

※審査の結果、全員賛成となった案件

１．平成２９年度本巣市国民健康保険特別会計歳入歳出決算について

１．
2.
3.

平成２９年度本巣市教育委員会事務事業の点検・評価結果報告について
青少年海外派遣事業について
青少年平和教育事業について

報告案件

１．「ジオパーク」について
【現地視察：根尾松田初鹿谷】

報告案件

○総務企画分科会関係
　● クレジットカード収納事務について
　● 大規模商業施設の市税に、何年か滞納があったが、その処理状況について

◎議案の表決 ※審査の結果、全員賛成となった案件

※審査の結果、賛成多数となった案件

産業建設委員会　　　　９月１３日（木）

文教福祉委員会協議会　９月１４日（金）

総務企画委員会協議会　９月１８日（火）

主な質疑の内容
　● 東海環状のパーキングエリア駐車場及び都市公園
　   駐車場へ、市道から進入する場合の計画について

2．都市公園を設置すべき区域の決定について
主な質疑の内容
　● 災害時の一時避難場所となるが避難者数と、井戸設置による水の賄い計画について

▲認定路線を視察する委員

根尾松田初鹿谷を視察する委員

▲



●審議結果および各議員の表決●

●議員研修●

（新）◎臼井悦子　○村瀬明義　瀬川治男　澤村　均　河村志信

（旧）◎臼井悦子　○堀部好秀　瀬川治男　寺町　茂　今枝和子
議会だより編集特別委員会

＊＊

＊＊

７月４日　２０２５年問題と社会保障政策

　　

　

７月５日　介護保険と地域包括ケア　～地域包括ケアシステムの深化を考える～
　 地域医療の現状と課題　　認知症の基礎知識と社会参加による予防の可能性

８月３０日　自治体予算の原則
１．歳入予算の基礎とそのチェックポイント　
2.歳出予算の基礎とそのチェックポイント
3.意見交換会
８月３１日　財政の現状把握と今後の財政運営方針
1.意見交換会・質疑・まとめ
　講師：関西学院大学法学部・大学院法学研究科教授　金﨑 健太郎氏

髙橋議員

堀部議員・髙田議員

市民の皆様より、表紙の写真を募集します。詳細については議会事務局までお問い合わせください。TEL0581-34-5027 16
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７月４・5日　平成３０年度市町村議会議員研修（2日間コース）　社会保障・社会福祉

8月30・31日　平成３０年度市町村議会議員研修（２日間コース）　　自治体予算を考える

議員研修　場所：公益財団法人全国市町村国際文化研修所

認定第２号 平成２９年度本巣市国民健康保険特別
会計歳入歳出決算について

発議第２号 厚生年金への地方議会議員の加入を
求める意見書について

平　成　３０　年　第　３　回　定　例　会

市
長
提
出

議
　
　
案

議
員
提
案

議案第47号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

認定第１号

新市建設計画の変更について

平成３０年度本巣市一般会計補正予算
（第２号）について

市道路線の廃止及び認定について

都市公園を設置すべき区域の決定について

平成２９年度本巣市一般会計
歳入歳出決算について

平成２９年度本巣市後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算について

平成２９年度本巣消防事務組合一般会計
歳入歳出決算について

平成２９年度本巣市農業集落排水事業特
別会計歳入歳出決算について
平成２９年度本巣市公共下水道特別会計
歳入歳出決算について
平成２９年度本巣市水道事業会計決算に
ついて

認定第３号

認定第４号

認定第５号

認定第６号

認定第７号

平　成　３０　年　第　３　回　定　例　会　（全会一致で可決された議案）

認定

可決

市
長
提
出
議
案

市
長
提
出
議
案

道澤
村
　
　
均

河
村
　
志
信

寺
町
　
　
茂

髙
田
　
浩
視

今
枝
　
和
子

髙
橋
　
勇
樹

１．将来推計人口と人口構造の変容
　・高齢化・世帯・人口の変化
　・少子化の構造とメカニズム
２．社会保障の給付と負担
　・歴史と現状
　・将来推計

３．直近１０年の初回保障改革
　・税・社会保障一体改革
４．これからの課題
　・地域包括ケア体制の確立
　・地域共生社会
　・高齢者の社会参加

▲公益財団法人
　全国市町村国際文化研修所（滋賀県）


